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オ
ラ
ン
ダ
一
等
軍
医
正
Ａ
・
Ｆ
・
ボ
ー
ド
イ
ン
（
一
八
二
二
～

一
八
八
五
）
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
ポ
ン
ペ
の
後
任
と
し
て

長
崎
養
生
所
の
教
師
と
し
て
来
日
、
そ
の
後
、
二
度
帰
国
。
慶
応

四
年
二
八
六
八
）
三
度
め
の
来
日
の
時
に
は
幕
府
は
倒
れ
、
彼

の
活
動
の
場
は
無
く
な
っ
て
い
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
二

月
末
、
大
坂
上
本
町
四
丁
目
大
福
寺
に
緒
方
惟
準
を
院
長
と
す
る

浪
花
仮
病
院
が
発
足
し
た
。
ポ
ー
ド
イ
ン
は
こ
の
病
院
の
教
師
と

し
て
招
か
れ
、
医
師
、
医
学
生
に
講
義
を
お
こ
な
い
、
ま
た
外

来
・
入
院
患
者
の
診
療
に
あ
た
っ
た
。
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）

二
月
に
は
東
区
鈴
木
町
代
官
所
跡
に
新
た
に
病
院
、
医
学
校
が
建

築
さ
れ
、
移
転
し
た
。
同
年
十
二
月
彼
の
講
義
録
は
大
坂
医
学
校

官
版
「
日
講
記
聞
」
（
泌
尿
生
殖
器
篇
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
そ

の
他
の
講
義
録
や
診
療
記
録
に
つ
い
て
の
報
告
は
見
あ
た
ら
な

51

Ａ
・
Ｆ
・
ボ
ー
ド
イ
ン
の
大
坂
病
院
に
お

け
る
診
療
記
録
と
眼
科
記
録
ノ
ー
ト

中

山

沃

い
。
演
者
は
彼
の
大
坂
仮
病
院
に
お
け
る
「
診
療
記
録
の
写
し
」

と
考
え
ら
れ
る
未
製
本
の
冊
子
と
大
坂
医
学
校
に
お
け
る
眼
科
講

義
筆
記
録
（
三
巻
一
冊
）
を
調
査
し
た
の
で
報
告
す
る
。

（
一
）
診
療
記
録
恥
こ
れ
は
緒
方
洪
庵
の
夫
人
八
重
の
実
家
億

川
家
の
旧
蔵
。
表
紙
は
無
く
、
元
は
一
冊
と
し
て
綴
じ
ら
れ
て
い

た
も
の
が
、
ば
ら
さ
れ
て
順
序
不
同
で
あ
る
。
最
初
と
思
わ
れ
る

一
か
ら
三
ペ
ー
ジ
の
上
欄
に
「
毒
品
」
と
し
て
、
腐
蝕
亜
児
加
里

以
下
二
一
の
薬
品
が
記
さ
れ
、
各
毒
薬
の
下
欄
に
「
消
毒
（
解

毒
）
」
と
し
て
多
数
の
薬
剤
・
物
質
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
末

尾
に
「
慶
応
二
巳
春
二
月
於
浪
花
大
病
院
和
蘭
海
軍
第
一
等
医

管
（
官
）
抱
度
英
列
綿
布
篤
」
（
こ
れ
は
明
ら
か
に
あ
と
で
の
加
筆

で
、
年
号
は
誤
り
）
、
そ
の
裏
（
四
ペ
ー
ジ
）
の
第
一
行
に
、
「
明
治

巳
二
月
廿
六
日
初
」
と
書
か
れ
、
次
行
か
ら
受
診
者
名
・
年
令
・

症
状
・
治
療
薬
な
ど
の
診
療
記
録
が
書
か
れ
て
い
る
。
患
者
総
数

一
二
二
名
（
男
性
一
五
三
名
、
女
性
五
六
名
、
性
別
不
明
三
名
）
年

令
は
三
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
あ
る
。
疾
病
は
内
科
、
外
科
、
整
形

外
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
、
皮
膚
、
泌
尿
、
性
病
、
婦
人
病
の
多

方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
薬
剤
投
与
だ
け
で
あ
る

が
、
三
例
で
手
術
を
行
っ
て
い
る
。
（
一
）
手
指
断
落
、
手
術
で
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脱
落
部
の
残
り
を
切
り
落
と
す
。
（
二
）
膝
関
節
付
近
の
腫
動
し

て
い
る
部
位
を
漢
方
医
が
穿
刺
し
出
血
多
量
の
た
め
、
鼠
践
下
動

脈
結
紮
（
入
院
）
ｌ
こ
の
症
例
だ
け
九
月
二
八
日
入
院
と
記
さ
れ

て
い
る
。
（
三
）
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
嗅
法
に
よ
り
銃
創
の
右
腕
の
断

骨
。
一
例
の
肘
関
節
痛
に
エ
レ
キ
テ
ル
を
施
し
て
い
る
。

（
二
）
眼
科
講
義
ノ
ー
ト
“
ボ
ー
ド
イ
ン
が
大
坂
医
学
校
で
講

義
を
行
い
、
そ
れ
を
筆
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
眼
科
新
書
」
巻

一
、
二
、
三
巻
合
し
て
一
冊
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
の
題
篭

に
は
「
眼
科
新
書
自
一
至
三
」
、
見
開
き
に
は
、
「
眼
科
新
論
」

と
記
さ
れ
、
本
文
は
薄
葉
雁
皮
紙
で
あ
る
。
目
次
は
巻
之
一
か
ら

巻
之
三
ま
で
六
丁
、
本
文
の
巻
之
一
は
六
一
丁
、
巻
之
二
は
八
四

丁
、
巻
之
三
は
五
八
丁
、
合
計
二
○
九
丁
、
四
一
八
ペ
ー
ジ
で
あ

る
。

巻
之
一
の
本
文
の
冒
頭
に
、
「
大
坂
医
学
校
教
頭
和
藺
医
官

抱
独
英
口
授
」
と
記
さ
れ
、
巻
之
二
、
巻
之
三
で
は
、
「
和
蘭

抱
篤
英
口
授
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
巻
之
一
に
は
図
が
描
か
れ

て
い
る
ペ
ー
ジ
は
八
ペ
ー
ジ
、
巻
之
二
は
十
八
ペ
ー
ジ
、
巻
之
三

は
二
四
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
の
口
授
内
容
が
オ
ラ
ン
ダ
の
眼
科
書

を
読
み
上
げ
る
の
み
の
講
義
録
で
は
な
い
。
随
所
に
、
「
日
本
二

於
テ
」
と
か
「
日
本
ニ
在
テ
ハ
」
、
「
日
本
人
ニ
ハ
」
あ
る
い
は

「
此
病
院
二
於
テ
モ
」
と
か
「
当
院
切
断
二
於
テ
」
な
ど
の
記
述

が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
訳
者
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
医
員
の
緒
方
惟
準
、
緒
方
郁
蔵
ら
の
通
訳
に
よ
り
翻
訳
、
口

述
さ
れ
、
生
徒
た
ち
が
筆
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
巻
之
言
眼

内
部
検
査
法
に
始
ま
り
、
結
膜
・
堂
膜
・
角
膜
の
諸
疾
患
と
治
療

法
。

巻
之
一
言
角
膜
外
傷
に
始
ま
り
、
虹
彩
・
水
晶
体
・
屈
折
異
常

（
近
視
・
遠
視
）
の
疾
患
と
治
療
法
。
巻
之
一
言
硝
子
液
（
体
）
・

網
膜
・
視
神
経
・
毛
様
体
の
疾
患
と
治
療
法
を
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
末
尾
は
、
「
尚
ホ
眼
瞼
諸
病
及
ピ
光
線
屈
曲
病
且
ッ
涙
襄
涙

管
涙
腺
等
ノ
諸
病
ア
リ
ト
錐
ド
モ
他
日
又
夕
論
ゼ
ン
」
で
終
わ
っ

て
い
る
。

（
川
崎
医
療
福
祉
大
学
）


